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チトラミン　表 

循 環 器注） 心機能の抑制，心電図異常（ＱＴ延長等），血 
圧の低下等 

そ　の　他 
血色素尿，悪寒，戦慄，発熱，めまい，代謝 
性アルカローシス，小児に緑褐色便，ビリル 
ビン尿 

骨 格 筋注） テタニー，痙攣等 
感 覚 器注） 知覚異常 
呼　吸　器 苦悶感，呼吸困難 

注）クエン酸血を短時間に大量輸血した場合 

消　化　器 悪心・嘔吐 

頻　度　不　明 

輸血用クエン酸ナトリウム注射液 
Sodium Citrate Injection for Transfusion

承 認番号 （６１ＡＭ）２２４３ 
薬 価 収 載 
販 売 開 始 １９５７年６月 

１９５７年６月 

再評価結果 １９８３年４月 

【組成・性状】 
１．組成 

　輸血用チトラミン「フソー」は１アンプル（管）５ｍＬ中クエン酸ナ

トリウム水和物５００ｍｇを含む無色澄明の水性注射液である。 

　添加物としてｐＨ調節剤を含有する。 

２．製剤の性状 

　輸血用チトラミン「フソー」はアンプル入りの無色澄明の水性注

射液である。 

　ｐＨ：７．０～８．５ 

　浸透圧比：２．９～３．２ 
 

【効能・効果】 
　採取した血液の凝固の防止 

 
【用法・用量】 

◇間接輸血：あらかじめ滅菌した容器の内面を本液で十分に潤
　した後，その液を捨て，さらに採血量の４～７％（血液１００
　ｍＬに対し４～７ｍＬ）に相当する本液を注入しておき，これ
　に所要血液を注入し，静かに混和して使用する。 
◇血液注射：所要血液の４～７％の本液をあらかじめ注射器中
　に吸引しておき，採血後よく混和して注射する。 

 
【使用上の注意】 

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること） 
　①肝障害のある患者［クエン酸中毒を起こしやすい。］ 
　②低温麻酔時の患者［クエン酸中毒を起こしやすい。］ 
２．重要な基本的注意 
　クエン酸血を短時間に大量輸血した場合には，血中カルシウ
　ムイオン濃度の低下によるクエン酸中毒（心機能の抑制，心
　電図異常，テタニー等）を起こすことがある。このような場
　合には必要に応じてグルコン酸カルシウム水和物等の投与を
　行うこと。 
３．副作用 
　本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を
　実施していない。 
　下記の副作用があらわれることがあるので，観察を十分行い，
　副作用が認められた場合には，投与を中止するなど適切な処
　置を行うこと。 

４．適用上の注意 
　アンプルカット時：本剤にはアンプルカット時にガラス微小
　片混入の少ないクリーンカットアンプル（ＣＣアンプル）を
　使用してあるが，さらに安全に使用するため，従来どおりエ
　タノール綿等で清拭することが望ましい。 

 
【薬 効 薬 理】 

　クエン酸ナトリウム水和物の血液凝固阻止作用は，クエン酸塩が血

液凝固の第Ⅳ因子であるカルシウムイオンを捕捉し，解離度の低いク

エン酸カルシウムとするため血液凝固を阻止するものと説明されてい

る。 

 

【有効成分に関する理化学的知見】 
一般名：クエン酸ナトリウム水和物（クエン酸ナトリウム） 

化学名：ｔｒｉｓｏｄｉｕｍ ２-ｈｙｄｒｏｘｙｐｒｏｐａｎｅ-１，２，３-ｔｒｉｃａｒｂｏｘｙｌａｔｅ 

　　　　ｄｉｈｙｄｒａｔｅ 

構造式： 

 

 

分子式：Ｃ６Ｈ５Ｎａ３Ｏ７･２Ｈ２Ｏ 

分子量：２９４．１０ 

性　状：無色の結晶又は白色の結晶性の粉末で，においはなく，清涼

　　　　な塩味がある。水に溶けやすく，エタノール（９５）又はジエ

　　　　チルエーテルにほとんど溶けない。  

 
【包　　　装】 
５ｍＬ 　　　    ５０管 

 

【主要文献及び文献請求先】 
※※１）第十六改正日本薬局方解説書，Ｃ－１２９７（２０１１） 

［文献請求先］扶桑薬品工業株式会社 研究開発センター 学術部門 
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R

輸血用 

１） 

※ 

HO CO2Na
CO2Na・ 2H2ONaO2C

ＵＭ・４１４・４１４Ｂ 

 

貯　　法：室温保存 
使用期限：容器，外箱に表示の使用 
　　　　　期限内に使用すること 
処方せん医薬品 
注意―医師等の処方せん 
により使用すること （ ） 

※ 


